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著書
1 サーソクヤ哲学研究ーイ
22+794+144+23頁
ド遺跡の旅(レグルス文庫145)2 シノレク.ロ
8 +2如頁
3 サーソクヤの哲学ーイ
13+323+35頁
4 西域の仏教べゼクリク誓願画考
18+350+27頁
5 真理の月光(インド古典叢書)(共著)
フ+334+83頁
6 仏のことば註ーパラマッタ・ジ"ーテーカー
54十認9頁
7 仏のことぱ註ーパラマッタ・ジ,ーティカ
18+印8頁
8 仏のことぱ註ーパラマ,タ・ジ,ーティカー
24+864頁
9 仏のことぱ註ーパラマッタ・ジ,ーテ'カー
20+506頁
10 仏のことぱ註ーパラマッタ.
仏と聖典の伝承(共著)フ+528+45頁
Ⅱイソド哲学概論
10+451頁
12 新国訳大蔵経文殊経典1(共著)
513頁
作
ジョーテーカー^研究ヨ
ソド哲学における自我観一
昭和認年7月
目 録
昭和57年6月
ソドの二元論一(サーラ叢書27)
昭和57年H月
秋社
昭和59年2月
第三文明社
昭和諦年8月
(・ー)(共著)
昭和印年5月
(ニ)(共著)
昭和61年6月
(三)(共著)
昭和63年1月
(四)(共著)
平成元年10月
平楽寺害店
第三文明社
文
1 阿含に於ける四梵住について
昭和35年3月『印度学仏教学研究』第8巻第2号 154-155頁
2 阿含に於ける生天思想の・一断面一慈悲あるいは四梵住との関連に於いてー
昭和35年3月『仏教論叢』第8号 80-81頁
講談社
春秋社
春秋社
平成2年2月
春秋社
平成3年9月
春秋社
平成6年H月
春秋社
平楽寺書店
大蔵出版
?
?
?
23  阿 含 に 於 け る 四 梵 住 に つ い て
『 法 然 学 会 論 叢 』 創 刊 号  7 フ - 9 1 頁
4  過 去 佛 に つ V て
『 印 度 学 仏 教 学 研 究 』 第 9 巻 第 2 号  1 2 8 - 1 2 9 頁
5  M a h a p a T i n i r V え n a s a t r a  ( 大 般 浬 梁 経 ) に お け る 二 , 三 の 問 題
『 宗 教 研 究 』 1 7 0 号  9 3 - 9 4 頁
6  阿 含 ニ カ ー ヤ の 侶 頌 に つ い て
『 印 度 学 仏 教 学 研 究 』 第 1 0 巻 第 1 号  2 8 6 - 2 即 頁
フ ベ ゼ ク リ ク 第 九 号 窟 寺 銘 文 に よ る 誓 願 画 の 老 察
『 美 術 研 究 』 第 2 1 8 号  2 7 ー " 頁
8  誓 願 に つ い て 一 特 に 根 本 説 一 切 有 部 律 に お け る
『 東 北 印 度 学 宗 教 学 会 学 報 』 1  8 頁
9  D a ' o t t a r a s a t r a  ( 十 上 経 ) に つ い て
『 宗 教 研 究 』 1 7 4 号 Ⅱ 2 - 1 1 3 頁
1 0  因 縁 相 応 の 梵 文 資 料 一 印 度 古 塔 出 士 の 煉 瓦 銘 文 の 内 容 比 定 一
『 印 度 学 仏 教 学 研 究 』 第 1 2 巻 第 1 号  1 5 8 - 1 田 頁
Ⅱ  P a n i d h i 誓 願 ー ニ カ ー ヤ 阿 含 に お け る
『 仏 教 論 叢 』 第 1 0 号  4 2 - " 頁
1 2  縁 起 成 道 説 資 料
『 印 度 学 仏 教 学 研 究 』 第 1 3 巻 第  1 号  1 8 7 - 1 9 1 頁
1 3  S a m a d h i r a j a s u t r a  の 本 文 発 達 に つ V て
『 印 度 学 仏 教 学 研 究 』 第 1 4 巻 第 2 号  1 9 9 - 2 0 4 頁
N  月 燈 三 昧 経 に お け る 仏 陀 観
『 日 本 仏 教 学 会 年 報 』 第 3 1 号  1 0 5 - 1 2 0 頁
1 5  S a m え d h i r 司 a s a t r a 研 究  1 , 1 7 , 3 8 - 3 9 章 の 比 較 対 照
『 八 戸 工 業 高 等 専 門 学 校 紀 要 』 1  備 一 8 0 頁
1 6  原 始 仏 教 に お け る 救 い に つ い て
『 東 北 印 度 学 宗 教 学 会 会 報 』 3  1 3 - N 頁
1 7  S a m a d h i r 勾 a s a t r a 第 ・ 一 章 , 第 十 七 章 , 第 三 八 一 三 九 章
『 印 度 学 仏 教 学 研 究 』 第 1 5 巻 第 2 号  2 3 4 - 2 4 0 頁
1 8 月 熔 三 昧 経 に お け る 戒 の 問 題
『 日 本 仏 教 学 会 年 報 』 第 3 2 号  4 7 一 備 頁
昭 和 3 5 年 Ⅱ 月
昭 和 3 6 年 3 月
昭 和 3 6 年 1 2 月
昭 和 4 2 年 3 月
昭 和 3 7 年 1 月
昭 和 3 7 年 3 月
昭 和 4 2 年 3 月
昭 和 3 7 年 5 月
昭 和 3 8 年 1 月
昭 和 3 9 年 1 月
昭 和 3 9 年 1 0 月
昭 和 卯 年 1 月
昭 和 4 1 年 3 月
昭 和 4 1 年 3 月
昭 和 4 1 年 1 2 月
昭 和 4 2 年 1 月
19 Samadh辻勾asutra の語粂研究
『八戸工業高等専門学校紀要』2 72-109頁
20 samadhir動aSⅡtraの成立について
『印度学仏數学研究』第16巻第2号
21 前田恵学著『原始佛教聖典の成立史研究』
『文化』第31巻第4号 136-146頁
22 慈悲・愛一初期仏教資料に船ける
『東北印度学宗教学会論集』1 68-69頁
23 RastraPえ]apariprcch且の語粂
『八戸工業高等専門学校紀要』3 61-83頁
24 R会Strapalapariprcchaの成立について
『印度学仏教学研究』第17巻第2号 61-83頁
25 Parvayogaについて
『宗教研究』198号 84-86頁
26 佛傳としての過去現在因果經
亀田孜編『絵因果経』 1一Ⅱ頁(角川書店)
27 阿含に関するサソスクリット資料について
国訳一切経印度選述部月報『三蔵』 9 1-8頁
28 Pra'antavini'cayapratiharyasatra について
『印度学仏教学研究』第18巻第2号 426-430頁
29 マイトリ・ウパニシャッドに船ける無我につVて
『文化』第34巻第1・ 2号 1 -32頁
30 原始仏教に船ける愛と慈悲
『宗教研究』205号 41-82頁
3] Niratman と anatman ーマ'トリ・ウノミニシャッ
『印度学仏教学研究』第19巻第2号 61-68頁
32 ヤージュニャヴフルクヤのアートマソ説と原始仏教
『宗教研究』206号 114一Ⅱ6頁
33 慈悲行の成立に関して
『日本仏教社会福祉学会年報』 2・3 1一Ⅱ頁
34 大乗に郭ける在家と出家の問題一大乗仏教成立史論に関連して
『イム教史学』第15巻第]号 1 -18頁
昭和43年3月359-362頁
における若干の問題について
昭和心年3月
昭和46年5月
昭和42年12月
3
昭和心年5月
昭和43年12月
昭和"年3月
昭和U年3月
昭和U年4月
昭和4年12月
昭和45年3月
昭和46年1見
ドの無我と原始仏教一
昭和46年3月
昭和45年8月
昭和46年3月
昭和46年3月
43 5  P a r v a y o g a ( 過 去 の 因 縁 ) 一 大 乗 経 典 の 過 去 世 物 語 に 関 連 し て ー
『 密 教 文 化 』 第 9 5 号  3 2 - 6 0 頁
3 6  ア ー ト マ ソ と 光 の 表 象 一 古 ウ パ ニ シ ャ ッ ド と 原 始 仏 教 一
『 印 度 学 仏 教 学 研 究 』 第 2 0 巻 第 1 号  H O 一 Ⅱ 4 頁
3 7 月 燈 三 昧 経 と 無 量 寿 経
『 浄 全 月 報 』  N O . 1 9  2  - 6 頁
3 8  古 ウ パ ニ シ 十 , ド の ア ー ト マ ソ ( 我 ) と 原 始 仏 教
一 光 の 表 象 と 自 洲 自 帰 依 を め ぐ っ て ー
『 文 化 』 第 3 6 巻 第  1 ・  2 号  1 4 3 - 1 8 4 頁
3 9  サ ー ソ ク ヤ ( 数 i 制 の 解 脱 の 主 体 に つ い て
. カ ー リ カ ー ( 数 論 頌 ) 六 四 を め ぐ っ て ー
^ サ ー ソ ク
・ 1 ,
佐 藤 博 士 古 稀 記 念 『 佛 教 思 想 論 叢 』 3 9 3 - 4 2 2 頁 山 喜 房 仏 書 林
如 サ ー ソ ク ヤ 哲 学 に お け る 解 脱 の 問 題
『 印 度 学 仏 教 学 研 究 』 第 2 1 巻 第 1 号  7 4 - 7 9 頁
4 1  サ ー ソ ク 十 哲 学 と 無 我 の 問 題
『 宗 教 研 究 』 2 1 4 号  1 0 3 - 1 0 5 頁
4 2  サ ソ ス ク リ , ト 本 城 邑 経 ( n a g a r a )
『 仏 教 研 究 』 第 3 号  2 0 - 4 7 頁
4 3  サ ー ソ ク ヤ 哲 学 に お け る プ ル シ ャ ( 霊 我 ) の 遍 在 と ー ・ 多 の 問 題
『 東 北 大 学 日 本 文 化 研 究 所 研 究 報 告 』 第 1 0 集  3 5 - 9 4 頁
U  サ ー ソ ク ヤ 哲 学 と 無 我 の 問 題 ( 序 説 )
『 東 北 大 学 文 学 部 研 究 年 報 』 第 2 3 号  3 6 一 Ⅱ 7 頁
4 5  プ ノ レ シ ャ と ア ー ト マ ソ
ー マ イ ト リ . ウ パ ニ シ ャ ッ ド の 用 例 と サ ー ソ ク ヤ 哲 学 一
『 宗 教 研 究 』 2 1 8 号  8 3 - 8 4 頁
4 6  ヴ ァ イ シ ェ ー シ カ . ス ー ト ラ に お け る ア ー ト Y ソ
『 印 度 学 仏 教 学 研 究 』 第 2 3 巻 第 2 号  1 8 6 - 1 8 7 頁
4 フ サ ー ソ ク ヤ 哲 学 の 霊 我 と ヴ ェ ー ダ ー ソ タ 哲 学 の 個 我
『 東 北 大 学 文 学 部 研 究 年 報 』 第 2 4 ・ 号  7 8 - 1 1 5 頁
4 8  V わ ゆ る パ ソ チ ャ シ カ 断 片 ( 四 ) と ヴ ェ ー ダ ー ソ タ 哲 学 の 個 我
『 宗 教 研 究 』 2 2 2 号  9 3 - 9 4 頁
昭 和 5 0 年 3 月
昭 和 4 6 年 6 月
昭 和 4 6 年 1 2 月
昭 和 4 7 年 1 月
昭 和 町 年 8 月
昭 和 4 8 年 3 月
一 十 支 縁 起 と 十 二 縁 起 ( そ の ー )
昭 和 4 8 年 8 月
昭 和 4 7 年 H 月
昭 和 4 7 年 1 2 月
昭 和 四 年 3 月
昭 和 四 年 3 月
昭 和 四 年 3 月
昭 和 5 0 年 3 月
昭 和 5 0 年 3 月
49 山口恵照薯『サーソキャ哲学体系の展開一究極的な「転迷開悟」の道』
(書評)
昭和50年9月『鈴木学術財団研究年報』Ⅱ 71-74頁
50 ヴ,ーシェーシカ哲学におけるアートマソ存在の論証アー
昭和51年3月『東北大学文学部研究年報』第25号 1-56頁
51 ヴブーシェーシカ哲学のアートマソ
ーサーソクヤ哲学のプルシャと対比される
昭和51年3月『東北大学日本文化研究所研究報告』第12集 141-175頁
52 Samkhyakarika註 Jayamahga1且
昭和51年3月『印度学仏教学研究』第24巻第2号 32-38頁
53 プルシ十とアートマソ(2)
昭和51年3月『宗教研究』226号 184-185頁
54 渇愛の滅と無所有一Moksadharmaparvan と原始イム教聖典との併行例一
昭和51年12月『宗教研究』230号 N8-149頁
55 angusthamatra purasa (親チ旨大のプルシ十)にっいて
昭和記年3月『印度学仏教学研究』第25巻第2号 102-109頁
56 仏教における社会福祉の理念の原型
昭和訟年7月秦隆真先生追悼論文集『仏教と社会福祉』 151-165頁
5フサーソクヤ哲学における業,法・非法とヴフーシェーシカ哲学
昭和訟年12月東北印度学宗教学会晞命集』第4号 107一Ⅱ7頁
58 四無量再考
昭和認年3月『日本仏教社会福祉学会年報』 9・10合併号 20-39頁
諦サーソクヤ哲学と仏教
昭和認年10月『仏教論叢』第22号 137-141頁
60 イソドにおける哲学のはじめ
昭和認年12月東北印度学宗教学会晞金集』第5号 93-95頁
61 丸山孝雄『法華教学研究序説吉蔵における受容と展開』(書評)
昭和認年12月東北印度学宗教学会『論集』第5号 125-128頁
62 サーソクヤ哲学における業の問題ーヴフーシェーシカ哲学とも関連してー
昭和謎年2月雲井昭善編『業思想研究』 536-578頁平楽寺書店
63 イソド哲学における哲学の原語
昭和54年2月『宗教研究』238号 169-171頁
?
66 4  五 火 二 道 説 の 展 開
『 印 度 学 仏 教 学 研 究 』 第 2 7 巻 第 2 号  4 7 - 5 2 頁
備 玉 城 康 四 郎 先 生 の 業 績 と 学 風
『 文 化 』 第 4 2 巻 第 3  ・  4 号  7 6 - 8 0 頁
6 6  死 後 の 運 命 と 知 と 業 一 五 火 二 道 説 考 一 ( 上 )
『 文 化 』 第 4 3 巻 第  1 ・  2 号  3 0 - 4 8 頁
6 フ ィ ソ ド 哲 学 史 に お け る 心 の 発 見
『 仏 教 論 叢 』 第 2 3 号  9 5 一 四 頁
6 8  知 行 併 合 説 ( s a m u c c a y a - v a d a )
『 印 度 学 仏 教 学 研 究 』 第 2 8 巻 第  1 号  1 6 - 2 1 頁
6 9  マ ハ ー バ ハ ー ラ タ と 仏 教 ( ー )
東 北 印 度 学 宗 教 学 会 『 論 集 』 第 6 ・ 号  9 5 - 9 6 頁
7 0  s a n n y え S a  ( 捨 離 , 遁 世 ) 考
昭 和 郭 年 2 月
『 宗 教 研 究 』 2 4 2 号  1 5 8 - 1 5 9 頁
7 1  無 欲 と 無 所 有 ー マ ハ ー バ ハ ー ラ タ と 仏 教 ( ・ ー )
『 東 北 大 学 文 学 部 研 究 年 報 』 第 2 9 号  1 4 1 - 2 1 3 頁
7 2  江 戸 時 代 に 船 け る イ ソ ド 哲 学 研 究
東 北 大 学 日 本 文 化 研 究 所 編 『 江 戸 後 期 の 比 較 文 化 的 考 察 研 究 報 告 』
昭 和 5 5 年 3 月2 4 - 3 1 頁
乃 イ ソ ド 哲 学 に お け る 知 と 行
- j 飴 n a  と  k a r m a n に 関 す る  Y u k t i - d ゆ i k 且 の 議 論 一
昭 和 郭 年 3 月
『 日 本 仏 教 学 会 年 報 』 第 4 5 号 ] - 1 8 頁
7 4  永 遠 の 有 と 転 変 ー サ ー ソ ク ヤ 哲 学 と 世 親 一
『 仏 教 思 想 史 』 第 2 号  3  - 3 0 頁
昭 和 5 5 年 6 月
7 5  P U N s a  o f  t h e  s a m k h y a  p h i l o s o p h y  a n d  a t m a n  o f  t h e  v e d a n t a
P h i l o s o p h y ,  w i t h  r e f e r e n c e  t o  t h e  s o - c a Ⅱ e d  p a 負 C a § i k h a  F r a g m e n t  4
J o u r n a l  o f  t h e  o r i e n t a 1  1 n s t i t u t e ,  M '  S .  u n i v e r s i t y  o f  B a r o d a ,  V 0 1
昭 和 郭 年 ・ 6 月
X X I × ,  N O S . 3 - 4 ,  P P . 1 6 9 - 1 9 7 ,  M a r c h - J u n e , 1 9 8 0
7 6  死 後 の 運 命 と 知 と 業 一 五 火 二 道 説 考 一 ( 下 )
昭 和 諾 年 9 月『 文 化 』 第 4 4 巻 第 1 ・  2 号  1 - 1 5 頁
フ 7  霊 我 と こ こ ろ ー サ ー ソ ク ヤ 哲 学 に お け る
『 イ ム 教 学 』 第 9  ・ 1 0 特 輯 号  1 6 0 - 1 9 0 頁
昭 和 5 5 年 1 0 月
7 8  有 神 論 サ ー ソ ク ヤ (  s e ' v a r a - s a m k h y a )
昭 和 弱 年 1 2 月東 北 印 度 学 宗 教 学 会 『 論 集 』 第 7 号  1 3 9 - 1 4 3 頁
昭 和 5 4 年 3 月
昭 和 5 4 年 3 月
昭 和 5 4 年 9 月
昭 和 5 4 年 1 0 月
昭 和 5 4 年 1 2 月
昭 和 耶 年 3 月
昭 和 5 4 年 1 2 月
79 金倉圓照『シャソカラの哲学プラプマ・スートラ釈論の全訳』上(書評)
同 170-175頁
80 塚本啓祥『改訂増補初期佛數教團史の研究』(書評)
同 175-177頁
81 世界創造神の証明とその批判ーサーソクヤ派の神観念一
東北大学日本文化研究所編『神観念の比較文化論的研究』
昭和56年2月539-588頁講談社
82 無常観と出家志向ーマハーバハーラタと原始仏教一
昭和56年3月『仏教研究』第10号 5]ーフ4頁
83 幸福をめぐる仏教とイソド哲学諸学派との比較
昭和託年度科学研究費補助金研究成果報告書
『仏教における幸福の追究』(研究代表者村上真完)
昭和56年3月5 -12頁
84 イソド思想史における心の問題
『印度学仏教学研究』第30巻第2号 522一記7a5-2の頁昭和57年3月
85 仏の成道以前の物語と時間について
昭和57年9月『仏教論叢』第26号 71-75頁
(書評)86 フルスドルフ記念論文集『ジ十ーナ教とイム教についての諸研究』
昭和57年9月『文化』第46巻第 1・ 2号 20-29頁
87 認識から解脱への筋道ーサーソクヤ哲学における
昭和57年10月仏教思想8 『解脱』 355-4船頁
88 イソドにおける儀礼とその批判一五火二道説によせてー
昭和57年度科学研究費補助金研究成果報告書『朝鮮儀礼の研究一
比較文化史的観点よりー』 41-45頁
昭和58年2月(研究代表者井上秀雄)
89 出家遁世考一解脱の道としての擁護と批判
『文化』第47巻第1・ 2号 1-20頁
90 古代イソドの身心観と仏教
昭和認年12月『南都仏教』第51号 25-42頁
91 Yuktidipik五(Y)の写本
昭和59年3月『宗教研究』259号 172-173頁
92 コ、クテー・デーービカー訳註(ー)
昭和59年3月『東北大学文学部研究年報』第33号 37-69頁
7
昭和58年9月
89 3  二 元 論 的 世 界 観 の 成 立 と そ の 崩 壊 の 傾 向
昭 和 印 年 1 2 月
東 北 印 度 学 宗 教 学 会 露 兪 集 』 第 1 2 号 Ⅱ 9 - 1 2 1 頁
9 4  シ ュ ヴ ェ ー タ ー シ ュ ヴ , タ ラ . ウ パ ニ シ 十 ド 第 一 章 考
昭 和 印 年 1 2 月
雲 井 昭 善 博 士 古 稀 記 念 『 仏 教 と 異 宗 教 』  7 1 - 8 6 頁
9 5  中 村 了 昭 『 サ ー ソ ク ヤ 哲 学 の 研 究 イ ソ ド の 二 元 論 』 ( 書 評 )
昭 和 6 1 年 2 月
『 文 化 』 第 四 巻 第 3  ・  4 号 兜 一 1 0 6 頁
( 上 )
9 6  イ ソ ド 思 想 史 に お け る 心 の 発 見 一 仏 教 興 起 前 後 に お け る 転 換 一
昭 和 6 1 年 3 月
『 東 北 大 学 日 本 文 化 研 究 所 研 究 報 告 』 第 2 2 集  6 7 一 兜 頁
9 7  S a m s k a r a  ( 行 ) 考
昭 和 6 1 年 9 月
『 イ ム 教 論 叢 』 第 3 0 号  1 2 3 - ] 2 7 頁
( 下 )
9 8  イ ソ ド 思 想 史 に お け る 心 の 発 見 一 仏 教 興 起 前 後 に お け る 転 換 一
昭 和 6 2 年 ] 月
『 東 北 大 学 日 本 文 化 研 究 所 研 究 報 告 』 第 2 3 集  4 7 - 6 4 頁
9 9  サ ー ソ キ ャ ・ ヨ ー ガ 学 派 の 人 問 観
昭 和 6 2 年 2 月
『 東 洋 に お け る 人 間 観 』  1 2 3 - 1 4 6 頁 東 京 大 学 出 版 会
1 0 O  B e n a r e s - M a n u s c r i p t s  o f  t h e  Y u k t i d i p i k a
昭 和 6 2 年 3 月
『 印 度 学 仏 教 学 研 究 』 第 3 5 巻 第  2 号  1 0 2 0 - 1 0 1 6 頁
1 0 1  ヴ , バ シ ェ ー シ カ ( 勝 論 ) 学 派 の 認 識 論 と 言 語 表 示
昭 和 6 2 年 3 月
『 東 北 大 学 文 学 部 研 究 年 報 』 第 3 6 号  6 9 - 1 2 2 号
1 0 2  諸 行 考 ( 1 ) 一 原 始 仏 教 の 身 心 観 一
昭 和 6 2 年 3 月
『 仏 教 研 究 』 第 1 6 号  5 1 - 9 4 頁
1 0 3  仏 教 思 想 研 究 会 編 『 仏 教 思 想 9  心 』 ( 書 評 )
昭 和 6 2 年 3 月
『 文 化 』 第 5 0 巻 第 3  ・  4 号  3 5 - 5 6 頁
1 0 4  塚 本 啓 祥 訳 ド ゥ ・ ヨ ソ グ 『 イ ソ ド 文 化 研 究 史 論 集
欧 米 の マ ハ ー バ ー ラ タ
と 仏 教 の 研 究 』 ( 書 評 一 紹 介 と 批 判 と 補 正 一 )
昭 和 6 2 年 9 月
『 文 イ ヒ 』 第 5 1 巻 第  1 ・  2 号  H O - 1 4 1 頁
1 0 5  諸 行 考 ( Ⅱ ) 一 原 始 仏 教 の 身 心 観 一
昭 和 6 3 年 3 月
『 仏 教 研 究 』 第 1 7 号  4 7 - 8 7 頁
1 0 6 日 本 に お け る イ ソ ド 学 研 究 の 問 題 点
『 日 本 文 化 研 究 所 研 究 報 告 シ ソ 求 ジ ウ ム 「 日 本 文 化 と 東 フ ジ ア "
昭 和 6 3 年 3 月
( 1 9 8 5 - 1 9 8 6 )  5 4 8 - 5 5 4 頁
1 0 7  原 始 仏 教 に 船 け る 信 の 原 型
^ P a m U 負 C a s s u  s a d d h a m  の 誤 解 を 正 す ー
昭 和 6 3 年 9 月
『 仏 教 論 叢 』 第 3 2 号  6 3 - 6 7 頁
108 Vyomavatiにおける Samanya (普遍)
昭和63年12月『印度学仏教学研究』第37巻第1号 66-72頁
109 サーソクヤ派の世界観と仏教
平成元年3月『理想』1989 春 NO.642 14-27頁
Ⅱ0 諸行考(Ⅲ)一原始仏教の身心観一
平成元年3月『仏教研究』第18号 43-70頁
H1 ユクテ H ・デーーピカー訳註(ニ)
平成元年3月『東北大学文学部研究年報』第謁号 31-79頁
Ⅱ2 智證大師圓珍に歸せられる佛陀観の意義
一原始佛教やイソド思想と對比してー
平成元年10月『智證大師研究』 555一諦7頁園城寺
Ⅱ3 概念とその対象ーヴ,イシェーシカ(勝論)の普遍の意味一
藤田宏逹博士還暦記念論集『イソド哲学と仏教』
平成元年n月79-105頁平楽寺書店
Ⅱ4 諸行考(Ⅳ)一原始仏教の身心観一
平成2年3月『仏教研究』第19号 67-H9頁
Ⅱ5 仏滅年代論一諸資料・諸学説の整理と選択一
平成2年9月『仏教論叢』第34号]フ-22頁
116 感官のSamanya-jhana (Yukti-dipika p.102)
平成3年3月『印度学仏教学研究』第39巻第2号 283-289頁
Ⅱフイソド古典にみられる村落の情景
一古ウパニシャドとパーリ古層経典による
平成3年3月『東北大学日本文化研究所研究報告』第27集釘一107頁
H8 ヴ,H シェーシカ派とニャーヤ派に船ける無分別の直接知覚
『伊原照蓮博士古稀記念論文集』 123-159頁
平成3年8月九州大学出版会
Ⅱ9 インドの自然哲学における人間観
東北大学印度学六十五周年記念論集『インド思想における人間観』
平成3年]2月67-N1頁平楽寺書店
120 般若経類の空思想とウパ=シ十ド
真野龍海博士頌寿記念論文集『般若波羅蜜多思想論集』
73一Ⅱ2頁山喜房仏書林 平成4年3月
9
??
1 0
1 2 1  イ ソ ド 古 来 の 文 法 学 に お け る 語 と 意 味 を め ぐ る 問 題
『 塁 ミ ュ ニ ケ ー シ , ソ 文 化 の 多 様 性 ・ 多 層 性 と そ の 変 容 』
1 8 - 2 1 頁 東 北 大 学 文 学 部
1 2 2  原 始 ( 初 期 ) 仏 教 研 究 の 一 反 省 一 思 想 解 明 の 限 界 と 意 義
『 早 島 鏡 正 著 作 集 第 2 巻 月 報 』  1 - 4 頁 世 界 聖 典 協 会 平 成 4 年 8 月
1 2 3  色 即 是 空 ( r Ⅱ P a m  ' a n y a t a ) 原 意 考
平 成 4 年 9 月
『 仏 教 論 叢 』 第 3 6 号  8 2 - 8 6 頁
1 2 4  イ ソ ド 古 代 中 世 哲 学 に 船 け る 時 間 論
渡 部 治 雄 編 『 文 化 に お け る 時 間 意 識 』  4 2 一 田 頁 角 川 書 店 平 成 5 年 2 月
1 2 5  人 格 主 体 論 ( 霊 魂 論 ) 一 倶 舎 論 破 我 品 訳 註 ( ー )
塚 本 啓 祥 教 授 還 暦 記 念 論 文 集 『 知 の 超 遁 一 仏 教 と 科 学 』
平 成 5 年 3 月
8 5 - 1 2 6 頁 佼 成 出 版 社
1 2 6  マ ソ ダ ナ ミ シ ュ ラ の 差 別 否 定 論 と 一 多 の 否 定 に よ る 無 自 性 論
『 印 度 学 仏 教 学 研 究 』 第 U 巻 第 2 号
平 成 5 年 3 月
1 0 3 8 - 1 0 3 4  ( 1 2 5 - 1 2 9 ) 頁
1 2 7  真 実 ( t a t t v a ) と 不 可 説 な 、 の
『 宗 教 研 究 』  2 9 5  ( 第 6 6 巻 第 4 輯 )  1 9 3 b - 1 9 5 a 頁
1 2 8  イ ソ ド 古 代 思 想 に お け る 老 苦
杉 山 晃 一 編 平 成 4 年 度 科 学 研 究 費 補 助 金 研 究 成 果 報 告 書 『 「 老 い 」
の 比 較 文 化 論 的 研 究 一 日 本 を 中 心 と し て ー 』
東 北 大 学 文 学 部  1 0 3 一 Ⅱ 8 頁
1 2 9  「 信 を 発 こ せ 」 再 考 一 p a m u h c a 址 U  s a d d h a m
平 成 5 年 3 月
『 仏 教 研 究 』 第 2 2 号 Ⅱ 5 - 1 5 0 頁
1 3 0  イ ソ ド 古 代 の 神 観 念 と 古 事 記 の 世 界
平 成 4 年 度 教 育 研 究 学 内 特 別 経 費 研 究 報 告 書 『 異 文 化 間 の 接 触 と 交 流 』
平 成 5 年 3 月
8 - N 頁 東 北 大 学 文 学 部
平 成 4 年 3 月
カ 、 ー
平 成 5 年 9 月
1 3 1  人 格 主 体 論 ( 霊 魂 論 ) 一 倶 舎 論 破 我 品 訳 註 ( ニ )
渡 辺 文 麿 博 士 追 悼 記 念 論 集 『 原 始 仏 教 と 大 乗 仏 教 』
8 5 - 1 2 6 頁 永 田 文 昌 堂
1 3 2  イ ソ ド の 主 観 的 観 念 論 一 知 覚 創 出 説 ( d r s t i - s r s t i - V 五 d a )
宮 坂 宥 勝 博 士 古 稀 記 念 論 集 『 イ ソ ド 学 密 教 学 研 究 』
7 8 - 1 0 3 頁 法 蔵 館
1 3 3  P a m u h c a n t u  s a d d h a m 再 考 一 「 信 を 発 こ せ 」 か 「 信 を 捨 て よ 」
『 仏 教 論 叢 』 第 3 7 号  2 8 - 3 3 頁
平 成 5 年 5 月
平 成 5 年 7 月
平 成 年 3 月
平 成 5 年 3 月
134 プラカーシャアーナソダの差別否定論
平成6年3月『印度学仏教学研究』第42巻第2号 97フ-971頁
135 何カミ真実かーウパニシ十ドから仏教へ
平成6年3月『東北大学研究年報』第43号 380-328頁
136 真実とは何かーウパニシ十ドから仏教へ
平成6年5月『イム教学セミナー』第59号 36-62頁
137 記紀の神々とイソド古代の神観念
岡田重精編『日本宗教への視角』 105-N6頁東方出版平成6年8月
138 差別と無差別(イソド哲学諸学派間の論争の意味)
平成6年9月『仏數論叢』第38号 30一如頁
139 真実は語られるかーウパニシャドを出発点として
平成6年10月『印度哲学仏教学』第9号 28一四頁
140 主観的観念論drsti-srSⅡ一vada の源泉
平成6年12月『印度学仏教学研究』第43巻第2号 430-424頁
141 不二一元論学派の誤知論An北Vacaniya-khyati
平成7年3月『宗教研究』第68巻第4輯(3脇号) 222-223頁
142 語りえぬ、の一真実(tattva)をめぐってー
『東北大学文学部研究年報』第"号 1-50頁 平成7年3月
143 イソド文化における中国意識
1994年度教育研究学内特別経費研究報告書
『社会と文化における中心と辺境』 59-66頁
平成7年3月東北大学文学部
144 空性('anyata,空であること)考
平成7年畔厶教論叢』第39号
]45 Praka'anandaから Dharmar動且dhvatindra へ(主観的観念論の系譜)
『印度学仏教学研究』第U巻
146 イソド実在論の観念性ーヴ,イシェーシカ哲学の基本的思考法一
『勝呂信静博士古稀記念論文集』
147 初期の仏教に船ける分析的思考と人間存在一無我説と輪廻する私(aham)
『仏數論叢』第卯号
148 初期の仏教における不殺生と和平の思考
『日本仏教学会年報』第田号
149 精神性(ca武anya)をめぐる諸理論
『東北大学文学部研究年報』第'号
150 精神性(caitanya)考
『宗教研究』
H
1 2
補 遣
1  原 始 仏 教 に お け る 救 い に つ し て
東 北 印 度 学 宗 教 学 会 学 報 3
佐 藤 喜 代 治 編 『 国 語 学 研 究 事 典 』 明 治 書 院
3 『 玉 城 康 四 郎 博 士 還 暦 記 念 論 集 仏 の 研 究 』 ( 書 評 )
東 北 印 度 学 宗 教 学 会 論 集 4
4  雑 阿 含 経 ( 下 )
大 法 輪 4 5 - 6
5  丸 山 孝 雄 『 法 華 教 学 研 究 序 説 一 吉 蔵 に お け る 受 容 と 展 開 』 ( 書 評 )
東 北 印 度 学 宗 教 学 会 論 集 5
6  玉 城 康 四 郎 先 生 の 業 績 と 学 風
文 化 4 2 - 3  ・  4
フ ベ ゼ ク リ ク の 誓 願 画 と そ の 仏 陀 観
宗 教 研 究 2 4 6
8  火 焔 に ゆ ら ぐ べ ゼ ク リ ク 千 仏 洞
] 9 8 3  第 1 4 回 朝 日 歴 史 教 室 「 西 域 の 美 と 古 都 」
9  塚 本 啓 祥 著 『 法 華 教 の 成 立 と 背 景 ー イ ソ ド 文 化 と 大 乗 仏 教 一 』
仏 教 史 学 3 1 - 2
1 0  プ ラ ー ブ マ ナ の 人 間 観 ・ 神 観 念 と 仏 教
宗 教 研 究 2 8 1  7 9 - 1 0 9 頁
Ⅱ 松 本 照 敬 著 『 ラ ー マ ー ヌ ジ 十 の 研 究 』 ( 書 評 )
文 化 5 5 - 1 ・  2  3 3 - 4 頁
昭 和 4 2 年 1 月
昭 和 5 2 年 Ⅱ 月
昭 和 5 2 年 Ⅱ 月
昭 和 5 3 年 6 月
昭 和 5 3 年 1 2 月
昭 和 訓 年 3 月
昭 和 5 6 年 2 月
昭 和 5 8 年 1 0 月
( 書 評 )
昭 和 6 3 年 Ⅱ 月
平 成 元 年 9 月
平 成 3 年 9 月
イ ソ ド 証
?
